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文
人
画
家
の
倣
古
と
個
性　

王
原
祁
と
石
涛
の
軌
跡
と
そ
の
交
差
を
中
心
に

宮　

崎　

法　

子

は
じ
め
に

近
代
以
前
、
画
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
画
技
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
か
。
一
般

に
は
、
工
房
や
師
匠
の
も
と
で
修
業
し
、
粉
本
を
通
じ
て
図
様
や
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
画
法
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
中
国
で
も
、
壁
画
や
仏
画
な
ど
を
描
く
画
工
と
呼

ば
れ
る
画
家
を
は
じ
め
と
す
る
職
業
画
家
た
ち
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
画
技
を
修

得
し
て
い
っ
た
。
山
水
画
や
花
鳥
画
が
主
流
と
な
っ
た
宋
代
以
後
で
も
、
人
物
や
動

物
、
鳥
な
ど
、
基
本
的
な
デ
ッ
サ
ン
力
が
不
可
欠
な
画
題
を
的
確
に
描
く
技
術
は
、

専
門
の
修
業
を
経
て
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
授
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
南
宋
の
画

院
画
家
た
ち
や
、
明
代
浙
派
の
画
家
た
ち
の
山
水
画
に
お
い
て
も
、
画
中
の
人
物
の

比
重
は
大
き
く
、
重
要
な
要
素
と
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
造
形
が
な
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
。
南
宋
の
梁
楷
の
よ
う
に
人
物
画
を
得
意
と
す
る
画
院
画
家
の
山
水
画
は
、

﹁
雪
景
山
水
図
﹂︵
東
博
︶
に
見
る
よ
う
に
、
小
さ
く
精
緻
に
描
か
れ
た
人
物
を
核
と

し
て
、
そ
こ
に
わ
ず
か
な
樹
木
と
遠
山
を
配
す
る
こ
と
で
、
深
閑
と
し
た
山
水
空
間

が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
的
確
な
人
物
描
写
を
核
と
し
た
職
業
画
家
の
こ
う
し
た

作
画
法
は
、
山
水
描
写
に
優
れ
た
明
の
浙
派
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
李
在
の
﹁
琴
高

乗
鯉
図
﹂︵
上
海
博
物
館
︶
や
、
張
路
﹁
漁
父
図
﹂︵
東
京
・
護
国
寺
︶
な
ど
の
作
品

に
、
共
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
中
国
絵
画
に
は
そ
の
よ
う
な
職
業
画
家
の
世
界
と
は
別
の
絵
画
の
流
れ
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宋
代
以
後
に
士
大
夫
層
の
余
技
と
し
て
始
ま
っ
た
文
人
画
で
あ

り
、
そ
こ
に
こ
そ
、
形
似
を
旨
と
す
る
専
門
画
家
の
作
品
に
は
な
い
芸
術
性
が
あ
る

と
、
北
宋
の
蘇
軾
が
言
明
し
て
い
る
。
蘇
軾
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
北
宋
を
代
表
す

る
詩
人
で
あ
り
文
筆
家
で
あ
り
書
家
で
あ
り
、
何
よ
り
も
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
正
真
正
銘
の
文
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
芸
術
観
は
、
当
時
彼
の
周
辺
の
文
人

た
ち
が
実
際
に
試
み
て
い
た
作
画
に
、
明
確
な
理
念
を
与
え
、
そ
の
後
も
、
中
国
の

絵
画
芸
術
に
お
い
て
求
心
力
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
蘇
軾
の
周
辺
に
は
、
李
公
麟

と
い
う
白
描
人
物
や
画
馬
で
知
ら
れ
た
文
人
が
い
て
、
そ
の
作
画
は
元
の
趙
孟
頫
な

ど
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
道
釈
画
に
お
い
て
も
長
く
そ
の
名
が
追
慕
さ
れ
た
。
だ
が
、

李
公
麟
や
趙
孟
頫
の
よ
う
に
人
物
画
を
よ
く
す
る
文
人
画
家
は
偉
大
な
例
外
で
あ

り
、
そ
の
後
の
文
人
画
の
主
流
は
、
竹
や
梅
な
ど
精
神
性
を
表
象
す
る
植
物
を
描
く

墨
戯
か
ら
、
や
が
て
元
代
以
後
に
は
山
水
画
を
中
心
に
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

文
人
に
よ
る
作
画
は
、
時
代
が
下
る
と
、
士
大
夫
層
の
余
技
で
は
お
さ
ま
ら
な
く

な
り
、
文
人
画
を
生
業
と
す
る
専
門
画
家
が
多
く
活
躍
し
、
文
人
の
定
義
も
不
明
瞭

に
な
り
、
職
業
画
家
と
文
人
画
の
境
界
も
曖
昧
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
中
国

の
伝
統
社
会
で
は
、
教
養
の
形
や
そ
の
社
会
的
効
用
が
、
科
挙
と
い
う
試
験
制
度
に
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よ
っ
て
明
確
な
形
を
も
っ
て
存
在
し
続
け
て
い
た
。
科
挙
の
第
一
段
階
に
合
格
し
た

秀
才
と
美
称
さ
れ
た
﹁
士
人
﹂
と
、
そ
う
で
な
い
者
の
間
に
は
、
教
養
や
知
識
︵
具

体
的
に
は
文
章
語
の
運
用
能
力
に
表
れ
る
︶、
さ
ら
に
は
政
治
的
な
身
分
上
の
明
ら

か
な
隔
た
り
が
存
在
し
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
目
に
、
文
人
と
は
﹁
士
人
﹂
と
し

て
の
基
本
的
な
教
養
の
有
無
に
よ
っ
て
、
明
確
に
判
別
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
文
人

画
家
は
、
画
家
で
あ
る
前
に
詩
文
や
書
法
、
儒
教
的
な
教
養
の
最
低
限
の
修
得
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章　

正
統
派
と
個
性
派

一
．
文
人
画
の
系
譜

で
は
、
そ
の
よ
う
な
教
養
を
身
に
つ
け
た
者
は
、
ど
の
よ
う
に
画
技
を
身
に
つ
け

た
の
か
。
書
の
よ
う
に
文
人
に
と
っ
て
必
須
の
技
能
は
、
そ
れ
を
学
ぶ
環
境
が
す
で

に
整
っ
て
お
り
、
法
帖
や
拓
本
な
ど
に
よ
っ
て
古
典
的
名
品
を
目
に
す
る
機
会
も
得

や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
書
画
同
源
と
は
い
う
も
の
の
、
書
と
画
の
間

に
は
や
は
り
大
き
な
隔
絶
が
存
在
し
た
。
特
に
、
墨
竹
や
墨
梅
な
ど
書
法
と
の
近
似

性
の
高
い
画
題
と
は
違
い
、
山
水
画
の
場
合
は
、
現
在
の
よ
う
に
写
真
も
画
像
も
な

い
時
代
、
ま
た
職
業
画
家
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
習
画
機
会
が
な
い
文
人
た

ち
の
作
画
に
は
、
自
ら
の
環
境
に
先
人
の
作
品
を
見
て
学
ぶ
機
会
や
、
身
近
に
文
人

画
家
が
い
て
直
接
に
作
画
法
を
学
ぶ
機
会
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
来
、

一
握
り
の
人
々
に
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
、
文
人
山
水
画
の
系
譜
を
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
も
、
元
代
の
江
南
に
お
け
る

文
人
山
水
画
の
発
展
は
、
も
と
も
と
杭
州
や
蘇
州
周
辺
の
限
ら
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
地

域
と
、
相
互
に
交
流
の
あ
る
文
人
た
ち
の
間
で
育
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
末
明

初
の
戦
乱
と
苛
政
に
よ
っ
て
、
蘇
州
を
中
心
と
し
た
江
南
地
域
は
荒
廃
し
、
文
人
画

は
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
再
び
盛
ん
に
な
る
の
は
、
明
中
期
に

お
け
る
江
南
地
方
の
経
済
的
な
復
興
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
元
の

文
人
画
家
の
作
品
を
含
め
古
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
く
保
持
し
て
い
た
、
つ
ま
り
文

化
的
伝
統
に
恵
ま
れ
て
い
た
蘇
州
の
郷
紳
︵
在
野
の
地
主
な
ど
の
知
識
人
︶
層
の
間

で
復
興
し
、
呉
派
文
人
画
と
し
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
っ
た
。
呉
派
を
通
じ
て

元
の
四
大
家
の
評
価
も
確
立
し
、
文
人
画
は
江
南
文
化
の
華
と
し
て
、
多
く
の
所
蔵

家
た
ち
が
競
っ
て
収
蔵
す
る
も
の
と
な
り
、
古
画
や
同
時
代
の
作
家
の
作
品
の
需
要

も
増
大
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
贋
作
や
模
本
も
横
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
．
董
其
昌
と
正
統
派

や
が
て
明
末
に
は
、
絹
織
物
の
蘇
州
に
替
わ
っ
て
、
綿
織
物
に
よ
っ
て
江
南
経
済

の
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
上
海
地
方
か
ら
董
其
昌
︵
一
五
五
五
︱
一
六
三
五
︶
が

登
場
す
る
。
彼
は
進
士
に
合
格
し
た
の
ち
、
江
南
の
有
力
な
収
蔵
家
や
名
家
に
出
入

り
し
て
、
そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
名
画
を
見
る
機
会
を
得
て
、
作
画
に
専
心
し
、

ま
た
多
く
の
名
蹟
を
自
ら
収
蔵
し
、
文
人
画
家
、
鑑
定
家
と
し
て
の
名
声
を
揺
る
ぎ

な
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
中
国
絵
画
史
を
振
り
返
り
、
文
人
画
の
正
統

の
系
譜
を
再
確
認
し
、
古
画
に
倣
う
倣
古
に
基
づ
く
創
作
を
通
じ
て
、
自
ら
を
正
統

文
人
画
の
継
承
者
と
し
て
、
文
人
画
に
お
け
る
倣
古
の
重
要
性
を
提
唱
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
元
の
四
大
家
か
ら
明
の
呉
派
へ
の
継
承
や
、
明
末
に
お
け
る
董
其

昌
に
よ
る
大
成
の
背
景
に
は
、
文
人
画
家
自
身
や
そ
の
周
辺
に
す
ぐ
れ
た
古
画
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
画
を
学
ぶ
者
の
中
か
ら
優

れ
た
画
家
が
現
れ
て
、
そ
の
系
譜
が
継
承
さ
れ
、
新
た
な
発
展
が
促
さ
れ
る
と
い
う

流
れ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
董
其
昌
を
継
ぐ
者
と
し
て
、
そ
の
直
接
の
指
導
を
受
け
た
王
時
敏
︵
一

五
九
二
︱
一
六
八
〇
︶
と
王
鑑
︵
一
五
九
八
︱
一
六
七
七
︶
は
、
蘇
州
郊
外
、︵
江
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蘇
省
︶
太
倉
︵
古
名
婁
東
︶
の
名
族
の
出
身
で
あ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
豊
か
な
文

化
資
産
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
董
其

昌
の
知
遇
を
得
て
直
接
そ
の
指
導
を
受
け
、
董
其
昌
の
文
人
画
理
論
に
従
っ
て
、
優

れ
た
古
画
を
真
摯
に
学
び
自
ら
の
画
法
を
確
立
し
た
。
王
時
敏
は
特
に
元
の
黄
公
望

を
師
と
し
て
山
水
画
に
専
心
し
た
︵
図
１
︶。
王
原
祁
︵
一
六
四
二
︱
一
七
一
五
︶

は
、
王
時
敏
の
孫
と
し
て
、
太
倉
に
生
ま
れ
、
清
初
の
正
統
派
の
四
人
の
王
姓
の
画

家
﹁
四
王
﹂
に
、
祖
父
王
時
敏
、
同
族
の
叔
父
の
世
代
の
王
鑑
、
ま
た
、
彼
ら
の
弟

子
で
一
〇
歳
年
長
の
王
翬
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
．
明
末
の
江
南
文
化
と
個
性
派

一
方
、
明
代
の
江
南
都
市
で
は
経
済
的
発
展
を
背
景
に
、
文
人
文
化
や
文
人
画
が

大
き
な
市
場
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
贋
作
も
横
行
し
て
い
た
。
そ
れ
は
明
末
に

至
っ
て
極
ま
っ
た
。
董
其
昌
の
登
場
や
文
人
画
理
論
の
提
唱
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
、
自
ら
に
至
る
文
人
画
の
正
統
の
再
確
認
と
、
差
異
を
明
確
に
す
る
た
め
に

な
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
。

明
末
の
江
南
の
文
化
は
、
一
種
飽
和
状
態
の
よ
う
な
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
種
々

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の
出
版
や
、
画
譜
類
の
出
版
に
よ
っ
て
、﹁
文
人
文
化
﹂
は
裾
野

を
広
げ
、
そ
の
余
波
は
遠
く
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
及
ん
だ
。
ま
た
、
文
人
画
の
受

容
層
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
安
徽
出
身
の
塩
商
た
ち
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
塩
の
専
売
事
業
に
携
わ
り
、
莫
大
な
利
益
を
上
げ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
江
南
経
済
を
動
か
し
た
。
そ
の
資
金
が
投
下
さ
れ
た
出
身

地
徽
州
、
新
安
地
区
で
は
、
墨
な
ど
文
房
具
の
生
産
や
木
版
印
刷
の
出
版
事
業
な
ど

が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、

特
に
文
人
画
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
徽
州
商
人
た
ち
の
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
江
南
諸
都
市
で
は
、
個
性
的
な
画

風
の
画
家
た
ち
が
活
躍
し
た
。
石
涛
︵
一
六
四
二
︱
一
七
〇
七
︶
も
、
そ
の
よ
う
な

画
家
の
一
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

石
涛
を
始
め
個
性
派
の
画
家
た
ち
は
、
正
統
派
の
画
家
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境

に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
個
性
は
、
ま
さ
に
正
統
の
系
譜
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
く
同
じ
年
に
生
を
受
け
、
全
く
対
照
的
な
社
会

的
文
化
的
背
景
を
も
つ
、
正
統
派
の
王
原
祁
と
個
性
派
の
石
涛
の
二
人
の
画
家
に
つ

い
て
、
そ
の
生
涯
の
軌
跡
が
一
瞬
交
差
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
二

人
の
環
境
を
確
認
し
、
特
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
︵
倣
古
で
な
く
︶
我
法
を
提
唱
し
、

黄
山
を
師
と
す
る
と
主
張
し
た
石
涛
の
画
法
の
展
開
を
、
そ
の
古
画
鑑
賞
の
機
会
や

他
の
画
家
か
ら
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
て
捉
え
直
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
王
原
祁

と
石
涛
の
邂
逅
が
相
互
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
み
た
い
。

王
原
祁
の
画
派
、
婁
東
派
は
、
清
代
画
壇
の
権
威
で
あ
り
続
け
、
隆
盛
を
誇
っ
た

が
、
近
代
に
な
る
と
そ
の
評
価
は
下
が
り
、
反
比
例
す
る
よ
う
に
石
涛
な
ど
個
性
派

の
評
価
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
近
代
と
い
う
時
代
を
映
す
鏡
と
い
え
る
。
今
回
は
近

代
に
お
け
る
評
価
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
以
下
に
こ
の
二
人
の
正
統
派
と
個

性
派
を
代
表
す
る
優
れ
た
画
家
た
ち
に
つ
い
て
、
安
定
し
た
境
遇
に
あ
っ
た
王
原
祁

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
後
、
そ
の
境
遇
が
不
安
定
で
変
化
に
富
み
、
そ
れ
を
反
映

す
る
か
の
よ
う
に
画
風
の
幅
が
大
き
い
石
涛
の
作
画
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
。

第
二
章　

王
原
祁
と
石
涛

一
．
王
原
祁

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
原
祁
は
王
時
敏
の
孫
で
あ
り
、﹁
四
王
﹂
と
呼
ば
れ
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る
清
初
正
統
派
の
四
人
の
王
姓
の
文
人
画
家
の
一
人
で
あ
る
。
祖
父
王
時
敏
は
、
明

の
大
学
士
王
錫
爵
︵
一
五
三
四
︱
一
六
一
一
︶
の
孫
で
あ
り
、
同
族
の
叔
父
の
世
代

に
あ
た
る
王
鑑
の
曾
祖
父
は
、
明
の
芸
術
文
芸
界
の
重
鎮
と
し
て
知
ら
れ
る
王
世
貞

︵
一
五
二
〇
︱
一
五
九
〇
︶
で
あ
っ
た
。
王
原
祁
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
、
特
に

絵
画
芸
術
に
係
わ
る
恵
ま
れ
た
文
化
資
産
を
も
つ
江
蘇
太
倉
の
名
族
に
、
明
滅
亡
の

二
年
前
、
崇
禎
十
五
年
︵
一
六
四
二
︶
に
生
ま
れ
た
。
明
清
の
王
朝
交
替
が
、
王
原

祁
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
清
朝
が
実
施
し
た
科
挙

に
、
父
王
揆
も
応
じ
て
清
順
治
十
二
年
︵
一
六
五
五
︶
の
進
士
と
な
り
、
ま
た
王
原

祁
自
身
も
康
煕
九
年
︵
一
六
七
〇
︶
に
二
十
九
歳
で
進
士
と
な
り
清
朝
に
出
仕
し

た
。
そ
の
後
、
朝
廷
で
も
画
に
専
心
す
る
環
境
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
特
に
晩

年
は
文
人
画
家
と
し
て
内
廷
に
供
奉
し
、
宮
廷
所
蔵
の
作
品
の
鑑
定
や
画
院
画
家
の

指
導
を
行
っ
た
。
た
だ
、
画
技
と
芸
術
的
才
能
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
れ
ば
、
誰

も
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
一
族
の
者
た
ち
の
な
か
で
、
王
原

祁
一
人
が
飛
び
抜
け
た
芸
術
の
高
み
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
祖
父
の
王
時
敏
が
、
幼

い
王
原
祁
を
見
て
自
身
よ
り
も
優
れ
た
才
能
が
あ
る
と
驚
き
、
二
十
歳
の
頃
に
は
、

多
く
の
家
蔵
の
名
蹟
を
臨
模
さ
せ
、
自
ら
画
の
指
導
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る１
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
原
祁
の
よ
う
な
文
人
画
家
は
、
中
国
の
文
人
画
の
歴
史
か
ら

見
て
も
希
有
な
存
在
で
あ
り
、
瑕
疵
を
探
す
な
ら
、
そ
の
恵
ま
れ
た
条
件
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
境
遇
と
画
技
の
素
晴
ら
し
い
完
成
度
は
、
逆
に
後

世
の
評
価
を
下
げ
る
一
因
と
な
っ
た
。
正
統
派
の
四
王
画
家
た
ち
は
、
そ
の
後
清
代

を
通
じ
て
、
王
時
敏
、
王
鑑
、
王
原
祁
の
婁
東
派
や
王
翬
の
虞
山
派
と
し
て
、
画
壇

の
主
流
を
為
し
た
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
近
代
で
は
、
文
人
山
水
画
の
マ
ン
ネ
リ

を
招
い
た
と
し
て
、
中
国
で
も
批
判
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た２
。
ち
な
み
に
、

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
日
本
の
画
家
や
文
学
者
た
ち
が
石
涛
や
八
大

山
人
な
ど
個
性
派
の
作
品
を
い
ち
早
く
﹁
再
発
見
﹂
し
た
と
い
う
の
が
、
日
本
で
の

通
説
に
な
っ
て
い
る３
。

こ
の
よ
う
な
近
代
に
お
け
る
正
統
派
文
人
画
へ
の
批
判
は
、
本
論
で
取
り
上
げ
る

も
う
一
人
の
画
家
、
石
涛
を
代
表
と
す
る
清
初
の
江
南
都
市
で
活
躍
し
た
個
性
派
と

称
さ
れ
る
画
家
た
ち
の
再
評
価
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。
正
統
よ
り
も
個
性

が
評
価
さ
れ
る
時
代
が
、
近
代
に
な
っ
て
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

二
．
石
涛
の
生
涯
と
環
境

石
涛
は
、
王
原
祁
と
同
じ
年
、
明
の
崇
禎
十
五
年
︵
一
六
四
二
︶
に
、
南
方
の
桂

林
︵
現
在
の
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
︶
の
王
宮
で
明
の
王
族
と
し
て
生
を
受
け
た
。

明
清
の
王
朝
交
替
は
、
王
族
の
子
で
あ
っ
た
石
涛
の
人
生
を
根
底
か
ら
変
え
た
。
明

の
滅
亡
と
そ
れ
に
続
く
清
軍
の
侵
攻
を
受
け
、
父
王
は
自
ら
監
国
を
称
し
て
南
明
王

朝
に
捉
え
ら
れ
獄
死
し
、
孤
児
と
な
っ
た
二
歳
の
石
涛
︵
本
名
朱
若
極
︶
は
、
宦
官

に
連
れ
ら
れ
王
宮
を
逃
れ
、
北
上
し
武
昌
の
寺
院
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
や
が

て
杭
州
を
経
て
松
江
で
臨
済
宗
天
童
派
の
木
陳
道
忞
や
そ
の
弟
子
旅
菴
本
月
に
帰
依

し
、
臨
済
宗
の
僧
と
し
て
青
年
期
を
安
徽
の
宣
城
の
大
寺
、
敬
亭
山
広
教
寺
で
過
ご

し
た４
。
宣
城
で
は
、
梅
清
ら
当
地
の
文
人
た
ち
や
、
徽
州
知
府
曹
鼎
望
と
交
遊
し

た
。
そ
の
間
に
、
黄
山
登
山
を
果
た
し
、
山
中
に
数
ヶ
月
滞
在
し
、
曹
鼎
望
の
た
め

に
黄
山
の
景
を
一
幅
ず
つ
描
い
た
七
二
幅
の
黄
山
図
冊
︵
そ
の
う
ち
二
一
幅
が
北
京

故
宮
に
伝
わ
る
︶
を
描
い
た
。

そ
れ
以
後
、
黄
山
を
﹁
我
が
師
、
我
が
友
﹂
と
呼
び
、
自
身
の
山
水
画
は
黄
山
の

自
然
景
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
生
涯
に
わ
た
り
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
董

其
昌
が
提
唱
し
当
時
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
﹁
倣
古
﹂
主
義
、
古
画
に
倣
い
作
画
す

る
こ
と
に
対
す
る
強
い
反
発
を
意
味
し
、
古
法
に
倣
う
べ
き
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

最
初
の
一
法
は
誰
が
作
っ
た
の
か
、
自
ら
は
既
存
の
古
法
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
自

然
︵
黄
山
︶
を
師
と
し
、﹁
我
法
﹂
を
貫
く
と
表
明
し
、﹁
法
本
法
無
灋
﹂︵
法
は
、



－　－79

本も
と

無
灋
︵
法
の
異
体
字
︶
に
法の

っ

と
る
︶
な
ど
の
印
を
用
い
た
。
こ
の
よ
う
な
石
涛
の

個
性
、
あ
る
い
は
個
性
派
画
家
た
ち
の
個
性
は
、
彼
ら
の
古
画
学
習
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
境
遇
が
、
個
性
の
発
露
に
向
か
わ
せ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
彼
ら
と
て
古
画
や
他
作
品
を
全
く
参
照
せ
ず
に
、
作
画
を
行
い
え
た
わ
け
で

は
な
い
。
折
々
に
周
囲
で
目
に
出
来
た
様
々
な
作
品
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
章　

石
涛
の
環
境
と
習
画
に
つ
い
て
―
初
期
か
ら
南
京
時
代

一
．
初
期
作
品
「
十
六
尊
者
図
巻
」
か
ら
見
た
石
涛
の
習
画

石
涛
の
最
初
期
の
作
例
、
康
煕
丁
未
年
︵
一
六
六
七
︶
年
の
﹁
十
六
尊
者
図
巻
﹂

︵
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
︶︵
図
2
︶
は
、
当
時
の
江
南
の
寺
院
で
流
通
し
て
い
た

丁
雲
鵬
︵
一
五
四
七
︱
一
六
二
八
以
後
︶
の
早
期
の
繊
細
な
白
描
の
道
釈
画
に
習

い
、
徽
州
知
府
の
曹
鼎
望
の
為
に
太
平
寺
で
描
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る５
。
石
涛
の
初
期
の
画
業
の
修
得
は
、
先
ず
、
当
時
の
寺
院
内
で
流
通
し
て
い
た
白

描
道
釈
画
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
物
描
写
は
石
涛
の
そ
の
後
の
山
水
画

に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
基
本
的
に
石
涛
の
山
水
画
は
、
人

物
を
中
心
に
、
あ
た
か
も
そ
の
画
中
人
物
が
体
感
し
て
い
る
景
物
を
そ
の
周
辺
に
配

す
る
か
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
正
統
派
の
山
水
画
に
人
物

が
全
く
描
か
れ
な
い
こ
と
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
な
お
、
明
末
に
は
、
雅
俗
の

接
近
の
な
か
、
丁
雲
鵬
や
呉
彬
な
ど
の
優
れ
た
画
家
の
登
場
や
、
小
説
の
挿
図
版
画

な
ど
の
原
画
も
描
い
た
陳
洪
綬
の
活
躍
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
い
仏
画
や
白
描
人

物
画
の
盛
況
が
現
出
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
し
ば
し
ば
、
北
宋
の
文
人
画
家
李
公

麟
と
結
び
つ
け
て
受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
董
其
昌
の
提
唱
す
る
山
水
画
を
主
と

す
る
正
統
的
文
人
画
の
範
疇
に
入
ら
な
い
絵
画
で
あ
り
、
石
涛
は
そ
の
意
味
で
も
、

董
其
昌
の
正
統
の
系
譜
と
は
全
く
異
な
る
地
点
か
ら
出
発
し
、
山
水
画
家
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
．
江
南
都
市
と
徽
州
商
人

明
代
後
期
か
ら
明
末
の
江
南
経
済
の
繁
栄
を
背
景
に
、
明
清
の
王
朝
交
替
と
い
う

激
動
を
経
て
も
、
江
南
に
お
け
る
文
化
の
爛
熟
や
雅
俗
の
接
近
融
合
の
傾
向
は
継
承

さ
れ
て
い
た
。
書
画
に
関
す
る
評
論
や
画
史
類
、
絵
入
り
の
画
譜
類
、
文
人
趣
味
生

活
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
な
ど
の
出
版
は
清
初
に
も
引
き
続
き
行
わ
れ
、
か
つ
て
は
一
部

の
限
ら
れ
た
人
々
に
寡
占
さ
れ
て
い
た
文
化
や
知
識
の
広
範
な
再
分
配
が
見
ら
れ

た
。
画
譜
類
が
清
初
の
個
性
派
の
創
作
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
証

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
書
画
や
そ
の
歴
史
に
関
す
る
知
識
は
、
明
代

に
刊
行
さ
れ
た
画
史
類
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
江
南
都
市
で
富
を
蓄
え
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
芸
術

の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
こ
の
時
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先

に
も
触
れ
た
安
徽
︵
徽
州
︶
出
身
の
塩
商
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
豊
富
な
資

金
力
に
よ
っ
て
、
出
版
事
業
に
も
係
わ
り
、
書
画
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
清
初
に
お

け
る
江
南
各
地
の
画
家
た
ち
の
活
動
を
促
し
た
。
具
体
的
に
は
、
彼
ら
に
古
画
参
照

の
機
会
を
与
え
、
ま
た
作
品
の
購
入
者
と
し
て
彼
ら
の
創
作
活
動
を
支
え
た
の
で
あ

る
。
石
涛
が
二
〇
代
の
時
に
住
持
し
た
宣
城
も
、
多
く
の
塩
商
た
ち
の
故
郷
で
あ
る

徽
州
︵
新
安
︶
に
近
く
、
ま
た
徽
州
は
石
涛
が
師
と
し
た
奇
峰
黄
山
の
麓
に
位
置
し

て
い
た
。

石
涛
は
、
徽
州
を
訪
れ
て
、
清
朝
の
高
官
で
あ
る
徽
州
巡
撫
の
曹
鼎
望
の
知
遇
を

得
て
、
黄
山
登
山
を
果
た
し
、
曹
鼎
望
の
為
に
﹁
黄
山
図
冊
﹂
や
﹁
十
六
尊
者
図

巻
﹂
を
描
き
、
親
し
く
交
流
し
た
。
石
涛
の
そ
の
後
の
人
生
の
折
々
で
曹
鼎
望
は
後

援
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
さ
ら
に
、
徽
州
商
人
た
ち
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も
、
石
涛
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
特
に
晩
年
の
揚
州
時
代
の
石
涛
の
活
動
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
。
石
涛
が
僧
と
し
て
最
初
に
宣
城
に
住
持
し
た
こ
と
は
、
石
涛
の
そ
の

後
の
人
生
を
大
き
く
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
江
南
の

各
都
市
で
活
躍
し
た
他
の
画
家
た
ち
も
、
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
経
済
を

担
っ
て
い
た
徽
州
商
人
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
た
者
が
少
な
く
な
い
。

三
．
石
涛
の
画
法
の
展
開
と
古
画
学
習

石
涛
の
画
家
と
し
て
の
活
動
の
軌
跡
を
た
ど
る
と
、
宣
城
の
敬
亭
山
広
教
寺
に
住

持
し
た
宣
城
時
代
︵
一
六
六
六
年
︱
一
六
八
〇
年
頃
︶
か
ら
、
江
南
随
一
の
大
都
市

南
京
に
出
て
、
大
報
恩
寺
の
一
枝
閣
に
住
持
し
た
南
京
時
代
︵
一
六
八
〇
年
頃
︱
一

六
八
九
年
︶
に
、
ま
ず
筆
法
上
、
画
風
上
に
大
き
な
展
開
を
見
せ
る
。
そ
の
後
、
北

京
へ
の
上
京
が
、
さ
ら
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
根
本
的
に
変
わ
ら
な
い
石

涛
の
資
質
、
個
性
は
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
時
々
に
、
新
た
な
作
品

を
目
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
墨
法
や
画
面
構
成
な
ど
に
、
明
ら
か
な
変
化
、
成

熟
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
、
作
品
か
ら
看
取
で
き
る
。
石
涛
の
初
期
か
ら
南
京
時

代
に
か
け
て
の
掛
幅
画
を
中
心
と
し
た
画
法
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
西
麻

美
の
考
察
が
あ
る６
た
め
そ
ち
ら
に
譲
り
、
そ
こ
で
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
を
中

心
に
、
以
下
に
概
観
し
た
い
。

石
涛
の
初
期
の
宣
城
時
代
の
作
画
に
、
当
地
の
文
人
画
家
、
梅
清
の
画
法
︵
図

3
︶
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
掠
れ
と
潤
墨

を
交
え
た
側
筆
気
味
の
皴
法
に
濃
墨
の
点
苔
を
重
ね
る
筆
墨
法
︵
基
本
的
に
は
、
あ

る
種
の
﹁
王
蒙
画
﹂
か
ら
の
変
容
と
考
え
ら
れ
る
︶
と
、
誇
張
さ
れ
た
奇
怪
な
峰
の

表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
南
京
時
代
初
期
の
康
煕
二
〇
年
︵
一
六
八
一
︶
の
﹁
山
窗

研
読
図
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図
4
︶
な
ど
に
も
顕
著
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
水

気
を
含
ん
だ
墨
の
多
用
と
、
そ
れ
に
細
線
に
よ
る
木
の
枝
を
組
み
合
わ
せ
る
画
法

は
、
宣
城
時
代
の
﹁
山
水
図
冊
﹂︵
一
六
六
七
、
一
六
六
九
、
七
三
、
七
九
年
の
記

年
︶︵
北
京
故
宮
︶
の
う
ち
特
に
康
煕
一
二
年
︵
一
六
七
三
︶
の
年
紀
の
あ
る
米
法

山
水
図
︵
図
5
︶
に
も
す
で
に
顕
著
に
見
ら
れ
、
そ
れ
は
、
さ
ら
に
力
強
さ
を
増
し

て
、
一
六
八
五
年
の
﹁
萬
点
悪
墨
図
巻
﹂︵
蘇
州
・
霊
巌
寺
︶︵
図
6
︶
を
代
表
と
す

る
﹁
墨
﹂
と
速
筆
を
駆
使
す
る
石
涛
画
法
中
の
一
系
譜
に
連
な
っ
て
い
く
。

ま
た
、
そ
の
一
方
、
渇
筆
で
山
容
を
描
き
部
分
的
に
淡
彩
を
施
し
た
、
全
体
に
硬

質
で
細
緻
な
印
象
の
一
六
七
六
年
、
八
〇
年
、
八
七
年
の
年
紀
を
有
す
る
﹁
山
水
図

冊
﹂︵
北
京
故
宮
︶
か
ら
一
六
八
七
年
の
﹁
細
雨
虬
松
図
﹂︵
上
海
博
物
館
︶
に
至
る

画
法
の
系
譜
が
併
存
し
、
石
涛
画
の
多
様
な
画
法
が
、
南
京
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
に
大

き
く
展
開
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
小
幅
と
は
い
え
、﹁
細
雨
虬
松
図
﹂
に
見

ら
れ
る
構
築
的
な
構
成
は
、
石
涛
の
掛
幅
画
の
展
開
の
な
か
で
も
際
だ
っ
て
お
り
、

完
成
度
の
高
い
構
図
は
注
目
に
値
す
る
。

南
京
と
い
う
江
南
の
政
治
の
中
心
地
に
お
い
て
、
石
涛
は
、
新
た
に
元
四
大
家
な

ど
の
大
家
の
山
水
画
︵
必
ず
し
も
真
跡
と
は
限
ら
な
い
︶
や
南
京
で
活
躍
す
る
多
く

の
画
家
の
作
品
を
見
る
機
会
を
得
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
南
京
時
代
に
お
け
る
画

風
の
多
様
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
一
因
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹁
山
水
画
冊
﹂︵
北
京
故
宮
︶︵
一
六
七
七
年
か
ら
八
七
年
の
紀
年
︶
中
の
一
図

︵
無
年
紀
︶︵
図
7
︶
の
題
記
で
、
石
涛
は
、
黄
公
望
や
王
蒙
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

﹁︵
南
京
郊
外
の
︶
牛
首
山
の
土
山
の
多
く
は
平
ら
な
台
状
で
あ
り
、
台
の
上
に
住
民

が
野
菜
や
麦
を
種
え
て
い
る
。
遠
く
か
ら
そ
の
平
林
を
見
る
と
、
初
め
て
大
痴
︵
黄

公
望
︶
と
黄
鶴
山
樵
︵
王
蒙
︶
の
蒼
々
と
し
た
点
法
に
納
得
が
い
っ
た
。﹂７

そ
の
書

き
ぶ
り
か
ら
は
、
自
然
の
景
を
古
画
の
筆
法
に
結
び
つ
け
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な

気
分
が
感
じ
ら
れ
る
。
我
法
を
貫
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
石
涛
が
、
黄
公
望
や
王
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蒙
の
名
を
題
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
自
体
興
味
深
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
打
た
れ
た
渇
筆

の
点
法
は
、
特
段
そ
れ
ら
元
画
に
似
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

こ
こ
で
古
画
と
の
関
連
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
彩
色
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
画
冊
や
他
の
南
京
時
代
の
作
品
の
彩
色
に
は
、
従
来
の
石
涛
画
に
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
王
蒙
の
彩
色
画
や
黄
公
望
の
浅
絳
山
水
を
淵
源
と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
、
董
其
昌
以
後
の
正
統
派
の
画
家
た
ち
が
好
ん
で
用
い
て
い
た
代
赭
を
主

に
し
た
赤
褐
色
系
の
彩
色
を
多
く
用
い
て
い
る
。
色
彩
は
実
際
の
作
品
を
通
じ
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
石
涛
画
に
こ
の
よ
う
な
彩
色
が
使
わ

れ
始
め
た
こ
と
は
、
南
京
で
、
黄
公
望
や
王
蒙
な
ど
元
四
大
家
の
質
の
良
い
作
品

︵
必
ず
し
も
真
跡
と
は
限
ら
な
い
︶
や
、
正
統
派
の
作
品
な
ど
に
触
れ
る
機
会
を
得

た
た
め
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
彩
色
に
関
し
て
は
、
石
溪
︵
一
六
一

二
︱
一
六
七
三
︶
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
を
考
え
る
方
が
、
自
然
か
も
知
れ
な
い
。

石
溪
は
、
石
涛
と
同
じ
く
南
京
の
大
報
恩
寺
で
活
動
し
、
晩
年
は
南
京
郊
外
の
牛

首
山
で
画
僧
と
し
て
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。
石
涛
は
石
溪
に
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
、
そ
の
没
年
︵
康
煕
一
二
年；

一
六
七
三
︶
の
後
に
、
宣
城
か
ら
南
京
に
移
り
報

恩
寺
一
枝
閣
に
住
持
し
た
。
石
涛
が
南
京
で
石
溪
画
を
目
に
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
石
溪
の
作
画
は
、
王
蒙
の
画
風
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
、

渇
筆
の
皴
を
過
剰
な
ま
で
に
重
ね
て
主
峰
に
連
な
る
峰
を
複
雑
に
構
成
し
、
庵
や
多

く
の
画
中
人
物
を
配
し
た
本
格
的
な
山
水
画
で
あ
り
、
大
画
面
作
品
を
数
多
く
描
い

て
い
る
。
そ
の
点
で
、
石
涛
と
は
大
き
く
異
な
る
タ
イ
プ
の
山
水
画
家
と
い
え
る
。

だ
が
、
石
溪
の
小
品
の
﹁
山
水
図
冊
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図
8
︶
を
見
る
と
、
南
京

時
代
の
石
涛
の
﹁
書
画
冊
﹂︵
一
六
八
三
年
︶︵
上
海
博
物
館
︶︵
図
9
︶
な
ど
と
非

常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
特
に
重
く
濁
っ
た
よ
う
な
濃
墨
と
不
透
明
な

薄
墨
に
赤
褐
色
の
代
赭
を
重
ね
た
石
溪
画
特
有
の
彩
色
が
、
石
涛
の
こ
の
画
冊
に
共

通
し
て
認
め
ら
れ
る
。

石
溪
が
活
動
の
場
と
し
、
石
涛
も
そ
こ
に
住
持
し
た
報
恩
寺
は
、
江
南
随
一
の
大

寺
院
と
し
て
、
南
京
の
中
華
門
外
に
広
大
な
伽
藍
を
構
え
て
い
た８
。
そ
こ
に
は
、
か

つ
て
王
蒙
も
そ
の
晩
年
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
と
、
石
溪
の
王
蒙
画
風
と
の

直
接
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
が
、
南
京
で
活
動
し
て
い
た
石
溪
の
友
人
に
は
、
董
其

昌
に
直
接
学
ん
だ
文
人
画
家
程
正
揆
が
お
り
、
石
溪
が
程
正
揆
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や

程
正
揆
を
通
じ
て
古
画
を
目
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
石
涛

よ
り
も
正
統
的
な
文
人
画
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ

れ
を
通
じ
て
、
石
溪
は
王
蒙
画
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
り
な
が
ら
統
一
的
な
画
面
を
作

り
出
す
構
成
力
を
身
に
つ
け
、
本
格
的
な
大
幅
の
山
水
図
を
描
く
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

四
．
石
涛
の
大
画
面
作
品

石
涛
は
、
従
来
か
ら
、
小
画
面
の
斬
新
で
独
創
的
な
作
品
に
比
べ
、
大
画
面
の
掛

幅
画
に
は
あ
ま
り
よ
い
作
品
が
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た９
。
そ
も
そ
も
、
大
画
面
の
山

水
空
間
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
本
来
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
で
あ
っ
た
文
人
に
と
っ
て
修

得
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
元
の
倪
瓚
の
よ
う
な
前
景

の
数
株
の
木
々
に
、
広
い
面
を
挟
ん
で
遠
山
を
配
し
た
上
下
二
段
の
一
水
両
岸
構
図

は
、
比
較
的
容
易
で
簡
便
な
構
図
と
し
て
文
人
た
ち
に
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
、
石

涛
も
、
宣
城
時
代
か
ら
、
縦
長
の
作
品
は
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
前
景
と
後
景
の
つ
な
が
り
が
な
い
ま
ま
二
分
割
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
、
長
ら
く
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
王
原
祁
に
代
表
さ
れ
る
正
統
派
の
画
家
た
ち
は
、
大
画
面
を
統
一
的
に
破

綻
無
く
描
き
上
げ
る
こ
と
が
基
盤
に
あ
る
。
そ
れ
は
王
蒙
画
や
黄
公
望
画
な
ど
、
主

峰
を
立
ち
上
げ
、
複
雑
に
構
成
さ
れ
た
山
容
を
一
続
き
に
構
成
す
る
優
れ
た
大
家
の

作
品
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
学
び
獲
得
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
れ
こ
そ
が
、
正
統
派
の
画
家
た
ち
の
山
水
芸
術
の
基
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

石
涛
に
と
っ
て
の
大
幅
の
掛
幅
画
の
構
成
は
、
や
は
り
容
易
で
は
な
く
、
個
性
を
発

揮
し
な
が
ら
統
一
的
な
画
面
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
は
出
来
な
か
っ
た

よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
以
下
に
そ
の
後
の
北
京
で
の
体
験
が
、
石
涛
の
大
画
面

制
作
に
新
し
い
展
開
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

五
．
石
涛
の
北
京
時
代

石
涛
は
、
康
煕
二
八
年
︵
一
六
八
九
︶
に
揚
州
で
南
巡
中
の
康
煕
帝
に
二
度
目
の

謁
見
を
果
た
し
、
そ
の
後
北
京
行
き
を
決
意
す
る
。
南
巡
に
付
き
随
行
し
て
い
た
曹

鈖
の
勧
め
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
曹
鈖
は
、
か
つ
て
の
徽
州
知
府
曹
鼎
望
の
子
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
南
巡
に
は
、
北
京
で
の
石
涛
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
宗
室
の
博
爾
都

︵
一
六
四
九
︱
一
七
〇
八
︶
も
随
行
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
博
爾
都
と
も
面
識
を
得

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る10
。
康
煕
二
九
年
︵
一
六
九
〇
︶
の
春
に
北
京
に
至
っ
た
石
涛

は
、
そ
の
年
の
長
夏
︵
旧
暦
の
晩
夏
︶
に
曹
鼎
望
︵
一
六
一
八
︱
一
六
九
三
︶
を
訪

れ
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
﹁
山
水
図
﹂︵
四
川
省
博
︶
を
描
い
た
︵
図
10
︶。
縦
三
〇

九
・
五
㎝
に
も
及
ぶ
巨
幅
で
、
筆
法
は
力
強
さ
を
増
し
、
先
に
触
れ
た
一
六
八
一
年

の
﹁
山
窻
読
研
図
﹂︵
図
4
︶
と
比
較
す
れ
ば
、
前
景
と
後
景
が
白
雲
を
境
に
合
成

さ
れ
た
単
純
な
構
成
か
ら
、
よ
り
複
雑
な
山
容
に
力
強
い
筆
墨
の
相
乗
的
な
効
果
に

よ
っ
て
、
大
観
的
で
統
合
的
な
山
水
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

北
京
滞
在
中
の
作
品
で
石
涛
の
代
表
作
の
一
つ
で
も
あ
る
﹁
捜
尽
奇
峰
打
草
稿
図

巻
﹂︵
北
京
故
宮
︶︵
図
11
︶
は
、
そ
の
翌
年
の
二
月
に
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
天
地

四
三
㎝
、
長
さ
二
八
七
㎝
に
及
ぶ
長
巻
で
あ
る
。
そ
の
自
跋
に
は
、
北
京
で
目
に
し

た
宋
元
画
に
つ
い
て
言
及
し
、
画
面
も
細
部
の
稠
密
な
描
写
と
広
大
な
空
間
表
出
が

有
機
的
に
融
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
翌
三
月
に
は
﹁
夏
木
垂
陰
図
﹂︵
遼
寧
省

博
物
館
︶︵
一
七
五
×
五
〇
㎝
︶︵
図
12
︶
を
描
い
た
が
、
そ
こ
に
は
皴
と
点
苔
を
稠

密
に
重
ね
て
、
重
厚
で
充
実
し
た
大
画
面
山
水
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
康
煕
三
一
年

︵
一
六
九
二
︶
十
月
に
南
帰
す
る
ま
で
の
二
年
半
の
北
京
滞
在
期
間
に
、
こ
の
よ
う

な
大
作
が
次
々
に
描
か
れ
た
。
そ
の
大
画
面
の
構
成
力
と
筆
法
の
急
激
な
成
熟
は
、

石
涛
自
身
の
画
法
の
自
律
的
な
展
開
だ
け
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
北
京
で
新
た

に
、
多
く
の
古
画
や
王
原
祁
を
は
じ
め
と
す
る
正
統
派
の
画
家
の
作
品
を
実
見
し
た

体
験
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

清
朝
に
よ
る
政
治
的
統
一
が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
た
そ
の
頃
、
か
つ
て
江
南

に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
陸
続
と
北
京
へ
と
移
動
し
始
め
て
い

た
。
異
民
族
の
清
朝
皇
帝
が
、
中
国
の
伝
統
的
文
化
の
統
治
者
と
し
て
の
自
負
を

持
っ
て
文
化
事
業
や
文
物
収
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
。
石

涛
が
北
京
へ
行
っ
た
の
も
そ
の
よ
う
な
背
景
と
無
縁
で
は
な
い
。
石
涛
は
北
京
で
の

後
援
者
と
な
っ
た
博
爾
都
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
実
見
し
、
博
爾
都
に
依
頼
さ
れ
宋
元

画
な
ど
の
模
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
清
の
宗
室
や
漢

族
の
高
官
の
知
遇
を
受
け
、
多
く
の
作
品
を
目
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る11
。

そ
し
て
、
北
京
滞
在
中
の
石
涛
は
、
当
時
正
統
的
文
人
画
家
の
頂
点
に
あ
っ
た
、

同
年
の
王
原
祁
と
﹁
出
会
う
﹂
こ
と
る
。

第
四
章　

石
涛
王
原
祁
の
交
差
―
合
作
と
さ
れ
る
「
蘭
竹
図
」

一
．「
蘭
竹
図
」

石
涛
が
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
当
時
、
王
原
祁
は
す
で
に
朝
廷
に
お
い
て
、
官
僚

と
し
て
ま
た
正
統
派
文
人
画
家
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
権
威
で
あ
っ
た
。
一
方
の
石
涛

は
江
南
か
ら
来
た
一
介
の
画
僧
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
博
爾
都
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、

臨
済
僧
あ
る
い
は
画
僧
と
し
て
、
中
央
で
の
活
躍
を
期
し
て
い
た
が
、
思
う
よ
う
な

活
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
康
煕
三
一
年
︵
一
六
九
二
︶
の
十
月
に
は
、
志
を
得
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な
い
ま
ま
南
帰
す
る
。
そ
ん
な
な
か
、
一
六
九
一
年
二
月
に
石
涛
が
博
爾
都
︵
字
、

問
亭
︶
の
た
め
に
描
い
た
﹁
蘭
竹
図
﹂︵
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
︶︵
図
13
︶
に

は
、
王
原
祁
︵
号
、
麓
台
︶
が
左
下
に
小
さ
く
﹁
麓
台
補
坡
石
﹂
と
記
し
て
お
り
、

石
涛
と
王
原
祁
の
北
京
で
の
邂
逅
を
伝
え
て
い
る
。
だ
が
実
際
は
、
石
涛
の
画
幅
右

上
方
の
自
題
﹁
風
姿
雪
艶
之
中
、
随
意
点
綴
、
何
物
不
成
清
賞
、
所
既
有
寒
木
、
又

発
春
花
、
新
尚
書
亦
応
笑
而
首
可
。
時
辛
未
二
月
、
寄
上
問
翁
老
維
摩
、
清
湘
石
涛

濟
道
人
﹂
に
は
、
王
原
祁
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
席
の
上
の

合
作
で
は
な
く
、
博
爾
都
が
後
に
石
涛
画
を
王
原
祁
の
も
と
へ
持
参
し
て
補
筆
を
依

頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
石
守
謙
は
、
王
原
祁
は
学

生
の
作
品
を
添
削
す
る
よ
う
に
土
坡
の
一
部
に
加
筆
し
た
だ
け
で
、
決
し
て
石
涛
を

対
等
の
画
家
と
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る12
。
ま
た
、
王
原
祁
が
石
涛
を
賞
賛

し
た
と
し
て
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
﹁
海
内
丹
青
家
、
不
能
尽
識
。
而
大
江
以
南
、

當
推
石
涛
為
第
一
、
予
与
石
谷
︵
王
翬
︶
皆
有
所
未
逮
﹂︵
国
内
の
絵
師
を
す
べ
て

知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
長
江
以
南
で
は
石
涛
を
第
一
と
推
す
べ
き
で
あ
り
、
私

と
王
翬
も
皆
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
︶
と
い
う
﹃
国
朝
画
識
﹄
に
引
く
鈕
琇
﹃
觚

賸
﹄
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
鈕
琇
の
著
作
自
体
が
当
時
の
﹁
雑
事
見
聞
﹂
に
よ
る
杜

撰
な
内
容
で
あ
り
信
憑
姓
に
欠
け
る
こ
と
を
他
の
傍
証
を
挙
げ
て
論
じ
る
。
そ
の
上

で
、
王
原
祁
に
よ
る
当
時
の
江
南
の
画
派
へ
の
評
価
は
、
王
原
祁
自
身
が
自
著
の

﹃
雨
窻
漫
筆
﹄
に
、
明
末
の
画
は
浙
派
を
最
も
悪
派
と
し
、
広
陵
︵
揚
州
︶
や
白
下

︵
南
京
︶
の
悪
習
も
浙
派
と
同
じ
で
あ
り
、
筆
墨
を
志
す
者
は
絶
対
に
そ
れ
を
戒
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
酷
評
し
て
い
る
通
り
で
、
揚
州
も
南
京
も
ま
さ
に
石
涛
が
活
動
し

て
い
た
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
涛
に
対
し
て
も
同
様
の
評
価
で
あ
っ
た
と
結
論
づ

け
て
い
る13
。

伝
統
中
国
に
お
い
て
、
朝
廷
の
高
官
で
あ
っ
た
王
原
祁
と
、
一
介
の
画
僧
で
あ
る

石
涛
の
地
位
は
自
ず
と
圧
倒
的
な
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
二
人

で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
王
原
祁
は
こ
の
作
品
が
示
す
よ
う
に
石
涛
の
存
在
と
作

品
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
石
涛
も
北
京
に
お
い
て
博
爾
都
や
他
の
コ
レ
ク

タ
ー
の
も
と
で
当
然
王
原
祁
の
作
品
を
実
見
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
両
者
が
北
京
で
交
差
し
、
出
会
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
と
い
え

る
。

二
．
そ
の
後
の
石
涛
と
王
原
祁
の
作
画
に
お
け
る
相
互
の
影
響
に
つ
い
て

石
涛
は
、
翌
康
煕
三
一
年
︵
一
六
九
二
︶
南
帰
し
た
。
そ
の
翌
年
康
煕
三
二
年

︵
一
六
九
三
︶
に
描
か
れ
た
﹁
余
杭
看
山
図
巻
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図
14
︶
は
、
石

涛
の
そ
れ
ま
で
の
多
く
の
作
品
と
同
様
、
実
際
に
訪
れ
た
地
を
描
い
た
実
景
図
で
あ

り
、
こ
の
作
品
を
贈
ら
れ
た
人
物
が
、
画
中
の
景
は
実
際
の
余
杭
の
大
滌
山
と
同
じ

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
山
名
は
、
そ
の
直
後
に
石
涛
が
揚
州
に
建
て
た
ア
ト

リ
エ
︵
一
六
九
六
年
落
成
︶
に
名
付
け
た
﹁
大
滌
堂
﹂
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。
実
景
と
近
似
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
山
の
描

写
、
山
肌
の
画
法
と
皴
法
、
彩
色
の
い
ず
れ
に
も
、
明
ら
か
に
王
原
祁
画
か
ら
の
影

響
が
認
め
ら
れ
る
。
石
涛
は
こ
の
大
滌
山
図
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
明
ら
か
に
王
原

祁
の
画
法
を
応
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
王
原
祁
の
そ
の
後
の
画
法
に
、
石
涛
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
王
原
祁
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
描
い
て
い
な
い
実
景
図
を
石
涛
﹁
余
杭

看
山
図
﹂
と
同
年
の
康
煕
三
二
年
︵
一
六
九
三
︶
に
描
い
て
い
る
。
華
山
登
山
を
果

た
し
た
王
原
祁
が
、
そ
の
実
感
に
基
づ
き
、
山
中
か
ら
の
眺
望
を
写
し
た
と
自
識
す

る
﹁
華
山
秋
色
図
﹂︵
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
︶︵
図
15
︶
で
あ
る
。
正
統
派
の
山

水
は
必
ず
し
も
倣
古
の
み
を
旨
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
董
其
昌
自
身
も
﹁
師
古
﹂

︵
古
画
を
師
と
す
る
︶
と
﹁
師
天
﹂︵
自
然
を
師
と
す
る
︶
と
い
い
、
ま
た
﹁
万
巻
の
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書
を
読
み
、
万
里
の
道
を
行
く
﹂
と
述
べ
て
、
自
然
景
に
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
が
言

明
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
特
に
四
王
の
作
画
は
、
倣
古
画
が
主
体
と
な
り
、
実

景
図
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
王
原
祁
画
の
な
か
で
も
、
例
外
的

な
実
景
図
で
あ
り
、
し
か
も
王
原
祁
の
代
表
作
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

華
山
に
登
り
、
そ
の
実
景
を
写
す
作
画
に
王
原
祁
が
向
か
っ
た
背
景
に
、
石
涛
の
作

画
か
ら
の
何
ら
か
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
は
、
強
引
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
作

品
の
状
態
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
あ
る
い
は
未
完
性
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
王
原
祁
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
景
図
は
、
完
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
新
た

な
試
み
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
王
原
祁
の
作
品
に
つ
い
て
、
現
在
実
景
と
の

関
わ
り
を
こ
れ
以
上
述
べ
る
準
備
は
な
い
が
、
王
原
祁
画
を
ざ
っ
と
見
渡
し
た
な
か

で
、
や
は
り
一
六
九
〇
年
代
に
優
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
石
涛
が
北
京
滞
在
期
に
大
き
く
画
力
を
成
熟
さ
せ
た
よ
う
に
、

王
原
祁
も
ま
た
、
同
時
期
に
画
力
の
充
実
が
見
ら
れ
、
そ
の
時
期
が
二
人
の
画
家
た

ち
の
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
石
涛
の
北
京
滞
在
中
に
は
、
四

王
の
一
人
王
翬
が
北
京
に
召
さ
れ
、
宮
廷
で
康
煕
帝
﹁
南
巡
図
﹂
の
制
作
に
参
加
し

て
い
た
。
王
原
祁
は
、
王
時
敏
や
王
鑑
の
も
と
で
画
を
学
ん
だ
王
翬
と
は
旧
知
の
間

柄
で
あ
り
、
一
〇
歳
年
長
の
王
翬
の
画
を
称
え
親
し
く
交
流
し
て
お
り
、
両
者
の
関

係
は
、
当
然
王
原
祁
と
石
涛
の
関
係
よ
り
は
遙
か
に
密
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
王
翬

も
江
南
に
帰
り
、
王
原
祁
の
婁
東
派
と
と
も
に
王
翬
の
虞
山
派
が
、
清
代
を
通
じ
て

山
水
画
の
権
威
あ
る
主
流
画
派
と
し
て
、
大
き
な
勢
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

お
わ
り
に

石
涛
は
北
京
で
志
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
江
南
に
帰
り
、
還
俗
し
て
揚
州
に
大
滌
堂

を
構
え
、
塩
商
︵
徽
州
商
人
︶
を
主
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、
職
業
画
家
と
し
て
活
動

す
る
。
絵
の
大
き
さ
で
値
段
を
決
め
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り14
、
大
画
面
画
が

以
前
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
、
工
房
作
も
多
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
精
粗
を
と
り

ま
ぜ
、
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
作
品
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
特
に
一
般
に

需
要
の
高
か
っ
た
花
卉
図
や
墨
梅
図
も
多
く
手
が
け
て
お
り
︵
上
海
博
物
館
所
蔵

﹁
花
卉
図
冊
﹂
一
六
九
四
年
な
ど
︶、
そ
れ
が
、
次
の
揚
州
派
の
画
家
た
ち
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

今
日
、
そ
の
後
の
清
朝
絵
画
の
流
れ
を
概
観
す
る
と
、
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
王
原

祁
や
王
翬
の
正
統
派
よ
り
も
、
十
八
世
紀
の
揚
州
派
な
ど
の
画
派
に
芸
術
上
の
新
た

な
展
開
を
見
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

近
代
に
お
い
て
、
石
涛
を
代
表
す
る
個
性
派
の
評
価
は
高
ま
っ
た
。
そ
の
﹁
再
評

価
﹂
に
は
、
日
本
の
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
橋
本
関
雪
︵
一
八
八
三
︱
一
九
四

五
︶
な
ど
の
画
家
や
青
木
正
児
︵
一
八
八
七
︱
一
六
九
四
︶
な
ど
の
中
国
文
学
者
た

ち
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
の
が
、
日
本
で
は
半
ば
常
識
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
中
国
側
の
否
定
的
な
見
解
も
伝
わ
る
。
だ
が
、
例
え
ば
、

八
大
山
人
の
﹁
安
晩
帖
﹂
や
石
溪
の
﹁
面
壁
達
磨
図
巻
﹂
の
旧
蔵
者
で
あ
っ
た
蘇
州

の
顧
文
琳
の
孫
で
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
承
し
た
顧
麟
士
︵
一
八
六
五
︱
一
九
三

〇
︶
は
、
董
其
昌
や
四
王
な
ど
正
統
派
を
好
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る15
。﹁
安
晩

帖
﹂
が
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
て
日
本
に
入
っ
た
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
コ

レ
ク
タ
ー
の
好
み
が
反
映
し
て
い
た
と
推
論
さ
れ
た16
。
本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う

に
、
正
統
派
と
個
性
派
の
評
価
の
逆
転
は
、
近
代
に
お
け
る
芸
術
観
の
変
化
の
反
映

で
あ
り
、
日
本
と
中
国
各
々
の
状
況
を
背
景
に
そ
れ
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
て

い
っ
た
か
は
、
今
後
考
察
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
す
で
に
触

れ
た
よ
う
に
、
文
革
期
を
経
て
、
四
王
作
品
さ
ら
に
い
え
ば
董
其
昌
と
そ
れ
に
連
な

る
正
統
派
文
人
画
は
、
そ
の
画
の
完
成
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
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な
か
っ
た
。
一
方
、
石
涛
や
八
大
山
人
研
究
は
、
そ
の
間
中
国
で
大
き
く
進
展
し
て

き
た
。
ま
さ
に
石
涛
の
い
う
我
法
が
、
倣
古
よ
り
も
評
価
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

二
人
の
同
時
代
の
全
く
異
な
る
境
遇
を
生
き
た
二
人
の
画
家
の
軌
跡
は
、
北
京
で

あ
る
時
期
交
差
し
、
ま
た
大
き
く
離
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
学
と
創
作
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
評
価
や
影
響
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
や
立
場
の
な
か
で
変
化
し
、
芸

術
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
正
統
の
揺
る
ぎ
な
い
画
力
と
そ
れ

を
生
み
出
し
た
古
画
学
習
、
個
性
派
の
古
画
学
習
機
会
の
欠
如
と
そ
れ
ゆ
え
の
個
性

の
発
揮
や
実
景
の
重
視
と
い
う
、
両
者
の
創
作
の
あ
り
方
は
、
そ
の
境
遇
と
相
関

し
、
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

近
代
に
お
け
る
正
統
派
批
判
と
個
性
派
の
評
価
を
経
て
、
最
近
で
は
、
再
び
四
王

の
評
価
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。
中
国
絵
画
史
に
お
け
る
正
統
と
個
性
の
評
価

は
、
現
在
を
映
す
鏡
で
も
あ
り
、
中
国
絵
画
史
に
お
け
る
様
々
な
問
題
に
繋
が
っ
て

い
く
。
こ
の
二
人
の
画
家
の
軌
跡
と
そ
の
交
差
は
、
や
は
り
、
中
国
絵
画
史
上
の
象

徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

追
記
:
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
二
月
に
、
本
学
に
お
け
る
筆
者
の
最
終
講
義
で

﹁
文
人
画
家
た
ち
の
古
画
学
習
と
個
性
﹂
と
題
し
て
お
話
し
し
た
内
容
を
も
と
に
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
明
清
画
に
つ
い
て
最
初
に
書
い
た
拙
論
が
、
石
涛

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
︵
拙
論
﹁
石
涛
と
黄
山
図
巻
﹂﹃
泉
屋
博
古
館
紀
要
﹄
二
、
一

九
八
〇
年
︶。
そ
の
後
、
明
清
画
、
文
人
画
研
究
を
主
に
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
最
初
の
契
機
と
な
っ
た
石
涛
に
つ
い
て
は
、
張
子
寧
論
文
の
翻
訳
を
行
っ
た
だ

け
で
、
自
ら
論
文
を
書
く
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
石
涛
や

八
大
山
人
な
ど
清
初
の
﹁
遺
民
﹂
画
家
、
個
性
派
画
家
の
生
涯
や
行
跡
に
関
し
て

は
、
汪
世
清
︵
一
九
一
六
︱
二
〇
〇
三
︶
に
よ
る
一
連
の
優
れ
た
考
察
が
旧
説
を
一

新
し
、
そ
の
後
、
張
子
寧
に
よ
る
論
考
や
朱
良
志
﹃
石
涛
研
究
﹄︵
二
〇
〇
五
年
︶

な
ど
の
著
作
も
出
版
さ
れ
た
。
米
国
で
も
ジ
ョ
ナ
サ
ン

=

ヘ
イ
が
揚
州
時
代
の
石
涛

作
品
に
つ
い
て
著
作
を
公
刊
し
た
︵Jonathan H

ay, SH
ITAO

; Painting and 

M
odernity in Early Q

ing C
hina, C

am
bridge U

niversity Press, 2001

︶。
特
に
原

資
料
を
博
捜
し
た
中
国
で
の
研
究
を
前
に
、
日
本
で
何
が
出
来
る
の
か
と
い
う
思
い

に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
何
よ
り
も
石
涛
作
品
の
評
価
に
つ
い
て
、
海

外
に
お
け
る
石
涛
作
品
の
見
方
と
、
従
来
日
本
の
研
究
者
の
多
く
に
共
有
さ
れ
て
き

た
、
住
友
家
旧
蔵
︵
現
泉
屋
博
古
館
藏
︶
の
三
作
品
を
真
跡
と
し
て
、
そ
の
画
風
と

は
異
な
る
他
の
多
く
の
作
品
を
疑
問
視
す
る
見
解
と
の
間
の
大
き
な
隔
た
り
が
改
め

て
痛
感
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
石
涛
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
て
き
た
大
き

な
要
因
で
も
あ
っ
た
。
今
回
、
そ
れ
ら
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
自
身
で
把
握
で
き
た
資
料
や
、
各
地
で
実
見
し
て
き
た
多
く
の
作
品
の
分
析

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
見
方
に
従
っ
て
、
石
涛
と
そ
の
対
極
に
あ
る
王
原
祁
の
芸
術
に

つ
い
て
、
こ
こ
に
粗
略
な
草
案
を
自
身
の
区
切
り
と
し
て
示
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と

し
た
。
大
方
の
ご
寛
恕
と
ご
教
示
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

注１ 　

張
庚
﹃
国
朝
画
徴
録
﹄
巻
下
、
王
原
祁
の
条
︵
于
安
蘭
編
﹃
画
史
叢
書
﹄
本
︶。

２ 　

温
肇
桐
﹃
中
国
画
家
叢
書
・
王
原
祁
﹄︵
上
海
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
八
〇
年
︶

七
頁
で
は
﹁
王
原
祁
は
黄
公
望
の
筆
墨
技
法
は
学
ん
だ
が
、
彼
が
大
自
然
を
師
と
し
て

学
ん
だ
肝
心
の
点
は
学
ん
で
い
な
い
。﹂
と
述
べ
る
。
文
革
期
の
董
其
昌
批
判
の
一
環

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
階
級
的
な
批
判
で
は
な
く
、
作
品
そ
の
も
の
の
真
実
味
や
創
造

性
の
欠
如
に
対
す
る
評
で
あ
る
。

３ 　

幕
末
以
後
、
日
本
で
は
中
国
の
文
人
画
に
基
づ
く
南
画
が
大
流
行
し
て
い
た
が
、
そ
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れ
は
董
其
昌
の
理
論
に
従
う
正
統
派
を
標
榜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
文
人
画
や
日

本
の
南
画
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て
痛
烈
に
批
判
さ
れ
、﹁
つ
く
ね
芋
山
水
﹂
な
ど
と

揶
揄
さ
れ
た
。
一
方
、
明
治
時
代
後
期
以
後
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
石
涛
画
や

八
大
山
人
画
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
日
本
の
画
家
や
文
学
者
な
ど
の
注
目
を
集
め
、
画

家
研
究
も
行
わ
れ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
科
挙
が
実
施
さ
れ
、
伝
統
の
縛
り
が
強

か
っ
た
清
国
と
は
違
っ
て
、
日
本
は
早
く
西
洋
近
代
の
芸
術
観
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

が
、
個
性
派
画
家
の
日
本
に
お
け
る
い
ち
早
い
評
価
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
中

国
で
は
、
個
性
派
画
家
の
﹁
再
発
見
﹂
が
日
本
で
な
さ
れ
た
と
い
う
見
方
に
は
否
定
的

で
あ
り
、
中
国
で
も
個
性
派
は
そ
れ
以
前
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
と
の
立
場
を
と
る
。

４ 　

石
涛
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
二
十
世
紀
後
半
に
発
見
さ
れ
た
﹁
虬
峰
文
集
﹂
の
記
述

に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
汪
世
清
﹁
虬
峰
文
集
中
有
関
石

涛
詩
文
﹂︵﹃
文
物
﹄
一
九
七
九
年
一
一
月
、
四
三
︱
四
八
頁
︶
で
紹
介
さ
れ
た
。
同
氏

に
よ
る
個
別
の
事
柄
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
も
数
多
く
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
石
涛

研
究
は
飛
躍
的
に
進
ん
だ
。
ま
た
な
お
、
右
の
﹃
文
物
﹄
の
汪
論
文
に
基
づ
い
た
新
藤

武
弘
﹁
石
涛
小
考
︱
﹃
虬
峰
文
集
﹄
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹃
鈴
木
敬
先
生
退
官
記

念
中
国
絵
画
史
論
集
﹄
吉
川
弘
文
館
。
一
九
八
一
年
、
三
四
三
︱
三
六
二
頁
︶
が
あ
る
。

５ 　

張
子
寧
︵
著
、
拙
訳
︶﹁
石
濤
の
﹃
十
六
尊
者
﹄
巻
と
﹃
黄
山
圖
﹄
冊
﹂︵﹃
國
華
﹄

一
一
八
四
、
一
一
八
五
号
、
一
九
九
四
年
︶。
そ
こ
で
は
新
資
料
に
よ
り
﹁
十
六
尊
者

図
巻
﹂
の
制
作
背
景
や
場
所
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
石
涛
の
行
跡
や
宣
城
時

代
の
作
画
、
黄
山
登
山
に
つ
い
て
多
く
の
新
知
見
を
示
す
。
原
著
は
張
子
寧
﹁
石
濤
的

﹃
十
六
尊
者
﹄
巻
与
﹃
黄
山
圖
﹄
冊
﹂﹃
国
立
歴
史
博
物
館
・
季
刊
﹄
一
九
九
三
年
一
月
。

６ 　

小
西
麻
美
﹁
石
濤
画
の
筆
墨
法
の
変
遷
︱
初
期
か
ら
中
期
を
中
心
に
︱
﹂﹃
実
践
女

子
大
学
美
學
美
術
史
學
﹄
三
六
号
、
二
〇
二
二
年
。

７ 　

画
中
の
石
涛
の
自
題
は
﹁
牛
首
土
山
多
平
台
、
台
上
土
人
皆
種
菜
麦
、
遠
望
平
林
、

始
信
大
痴
黄
鶴
山
樵
蒼
々
点
法
﹂

８ 　

呂
暁
・
景
傑
︵
著
:
拙
訳
︶﹁
石
溪
と
大
報
恩
寺
︱
﹃
報
恩
寺
図
﹄
の
真
偽
に
関
す

る
補
考
を
兼
ね
て
︱
﹂︵
宮
崎
法
子
・
森
雅
秀
責
任
編
集
﹃
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集　

東

ア
ジ
ア
Ⅴ　

元
・
明
・
清
﹄
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
二
年
︶
三
〇
七
︱
三
五
二

頁
。

９ 　

鈴
木
敬
﹁
石
涛
あ
れ
こ
れ
︱
泉
屋
博
古
館
の
三
名
品
を
中
心
と
し
て
︱
﹂﹃
泉
屋
博

古
館
紀
要
﹄
二
、
一
九
八
五
年
、
一
七
︱
三
六
頁
。　

10 　

朱
良
志
﹃
石
涛
研
究
﹄
二
七
一
︱
二
七
八
頁
﹁
与
博
爾
都
交
往
之
相
関
問
題
﹂、
北

京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

11　

朱
良
志
﹃
前
掲
﹄︵
注
10
︶。

12 　

石
守
謙
﹁
石
涛
・
王
原
祁
合
作
︽
蘭
竹
図
︾
的
問
題
﹂︵
朶
雲
軒
編
集
部
﹃
清
初
四

王
画
家
研
究　

論
文
集
﹄
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
︶
七
五
九
︱
七
七
一
頁
。

13 　

前
掲
注
12　

七
六
五
︱
七
六
六
頁
。
王
原
祁
﹃
雨
窻
漫
筆
﹄
の
該
当
部
分
の
原
文
は

以
下
の
通
り
。︵
論
画
十
則
、
第
二
則
︶﹁
明
末
画
中
習
気
悪
派
以
浙
派
為
最
。
至
呉
門

雲
間
大
家
如
文
沈
宗
匠
如
董
、
贋
本
涵
淆
以
訛
伝
竟
成
流
弊
。
広
陵
白
下
其
悪
習
与
浙

派
無
異
。
有
志
筆
墨
者
切
須
戒
之
。﹂︵﹃
中
国
書
画
全
書　

八
﹄
上
海
書
画
出
版
社
、

一
九
九
四
年
︶
所
収
本
。

14 　

鄭
為
﹁
論
石
涛
生
活
行
径　

思
想
递
変
及
芸
術
成
就
﹂﹃
文
物
﹄
一
九
六
二
年
一
二

月
、
四
三
︱
四
九
頁
。

15　

薛
正
興
﹁
弁
言
﹂︵﹃
過
雲
楼
書
画
記
・
続
編
﹄
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
︶。

16 　

拙
著
﹁
桑
名
鉄
城
の
訪
中
と
﹃
安
晩
帖
﹄
の
伝
来
に
つ
い
て
﹂﹃
実
践
女
子
大
学
美

学
美
術
史
学
﹄
二
九
、
二
〇
一
五
年
。︵
拙
書
﹃
中
国
絵
画
の
内
と
外
﹄
中
央
公
論
出

版　

二
〇
一
九
年
に
補
訂
版
を
収
録
︶。
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図１　�王時敏　虞山惜別図
1668年　北京故宮

図５　�⽯涛　⼭⽔図冊
1673年

図２　⽯涛　⼗六尊者図巻　部分

図６　⽯涛　萬点悪墨図巻　部分

図７　⽯涛　⼭⽔図冊より

図８　⽯溪　⼭⽔図冊より図９　⽯涛　書画冊より　1683年

図４　⽯涛　⼭窗研読図
　　　1681年

←図３　梅清　天都峰図
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図10　⽯涛　⼭⽔図1690年

図11　⽯涛　捜尽奇峰打草稿図巻　1691年

図11　部分

図14　⽯涛　余杭看⼭図巻　1693年
図15　王原祁　華⼭図
　　　1693年

図12　⽯涛　夏⽊垂陰図
　　　1691年

図13　⽯涛・王原祁合作
　　　「蘭⽵図」1691年


